
日本古代のシナノとコシ

【
論
　
文
】

日
本
古
代
の
シ
ナ
ノ
と
コ
シ

小

林

昌

二

は
じ
め
に

『
日
本
書
紀
』
崇
暁
天
皇
二
年
（
五
人
七
）
七
月
壬
辰
朔
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

遣
二
近
江
満
於
東
山
遣
使
州
、
観
二
蝦
夷
国
境
「
遣
二
宍
人
臣
儲
於
東
海
道
便
「
観
二
東
方
慣
悔
諸
国
境
㍉
遣
二
阿
倍
臣
於
北
陸
道
便
一
、
観
二
越
等
諸
国
境
一

六
世
紀
第
四
四
半
期
に
当
た
る
右
の
条
は
、
崇
神
天
皇
十
年
紀
の
四
道
将
軍
派
遣
や
景
行
天
皇
四
十
年
の
日
本
武
尊
の
東
国
遠
征
記
事
に
続
く
ヤ
マ
ト
王
権

の
版
図
拡
大
の
記
事
と
L
て
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
東
山
道
や
東
海
道
、
北
陸
道
と
い
っ
た
用
語
は
後
の
奇
利
用
語
の
修
飾
を
う
け

た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
高
志
を
過
と
す
る
な
ど
問
題
の
あ
る
記
事
で
あ
る
。
し
か
し
東
山
道
を
や
ま
の
道
、
東
海
道
を
う
み
つ
の

道
、
北
陸
道
を
く
る
（
ぬ
）
が
の
道
と
よ
ぶ
よ
う
な
古
道
の
存
在
は
認
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
王
。
そ
れ
を
こ
こ
で
は
促
に
古
来
山
道
、
古
来
海
道
、

古
北
陸
道
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
ま
た
城
柵
造
営
に
先
立
つ
六
世
紀
代
の
ム
ツ
や
コ
シ
の
状
況
か
ら
見
る
と
蝦
夷
と
国
造
、
あ
る
い
は
国
造
相
互
間
の
境
界
を

視
察
し
、
相
互
監
視
を
強
め
る
な
ど
の
状
況
を
示
L
た
記
事
と
L
て
も
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
時
期
の
シ
ナ
ノ
と
コ
シ
は
、
列
島
の
政
治
的
中
央
で
あ
っ
た
ヤ
マ
ト
か
ら
今
日
の
山
形
・
宮
城
へ
、
つ
ま
り
奇
利
以
前
の
出
羽
・
陸
奥
に
向
か
う

古
束
山
道
や
古
北
陸
道
の
回
廊
的
位
置
に
あ
た
っ
た
。
そ
れ
故
、
特
に
シ
ナ
ノ
の
古
来
山
道
に
つ
い
て
は
道
の
研
究
な
ど
も
盛
ん
で
あ
り
、
折
々
の
道
の
コ
ー

ス
や
駅
な
ど
の
中
継
施
設
の
位
置
、
規
模
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
背
景
と
な
っ
た
古
来
山
道
の
支
配
と
維
持
に
関
係
し
た

政
治
的
意
味
を
、
シ
ナ
ノ
と
コ
シ
の
二
万
向
か
ら
比
較
L
て
そ
の
関
連
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
草
見
る
。

第
一
に
、
シ
ナ
ノ
も
コ
シ
も
東
辺
や
北
辺
の
蝦
夷
の
地
域
に
向
か
う
辺
境
へ
の
通
過
地
点
に
あ
る
。
し
か
し
シ
ナ
ノ
は
、
一
国
造
（
倍
漁
∵
一
県
主
（
諏

車
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
互
、
他
方
コ
シ
に
は
十
三
と
い
う
多
く
の
国
造
が
存
在
し
た
（
「
国
造
本
紀
」
）
。
こ
れ
が
後
の
奇
利
に
お
け
る
高
志
国
の
分
割

に
、
ま
た
科
野
国
が
一
つ
の
信
濃
国
に
な
っ
た
前
提
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
シ
ナ
ノ
は
、
海
に
接
し
て
い
な
い
が
海
部
が
分
布
L
、
ま
た
山
部
は
も
と
よ
り
広
く
存
在
し
た
。
し
た
が
っ
て
山
部
が
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
海
部

の
存
在
す
る
国
で
あ
っ
た
。
他
方
コ
シ
は
海
部
の
分
布
が
卓
越
し
、
ま
た
山
部
も
広
く
分
布
し
て
い
た
。
そ
の
分
布
の
時
代
を
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
海
部
・
山
部
の
展
開
L
た
国
で
あ
っ
た
。
コ
シ
ノ
シ
リ
へ
の
山
部
は
、
七
世
紀
半
ば
の
磐
舟
柵
設
置
の
際
に
柵
戸
と
L
て
シ
ナ
ノ

l
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か
ら
社
民
さ
れ
た
事
実
が
あ
る
が
､
そ
れ
と
は
別
の
『
倭
名
頼
家
抄
』
に
見
え
る
越
後
国
古
志
郡
夜
麻
郷
は
､
磐
舟
柵
戸
に
先
立
つ
シ
ナ
ノ
か
ら
の
山
部
集
団

を
源
流
と
し
た
欽
明
･
敬
遠
期
の
社
民
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
o

第
三
に
､
シ
ナ
ノ
国
の
表
記
｢
科
野
｣
は
､
天
武
･
持
競
朝
の
記
載
法
に
あ
る
が
､
｢
信
濃
｣
の
表
記
は
､
和
銅
六
年
の
風
土
記
撰
進
の
諸
に
よ
る
と
推
測

さ
れ
て
き
た
｡
し
か
し
コ
シ
を
高
志
と
標
記
す
る
近
年
の
木
簡
出
土
か
ら
同
様
に
大
宝
令
制
定
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
｡

以
上
か
ら
列
島
古
代
の
文
明
化
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
享
O

借浪国古代部舛の分布推定国(r長野県別通史甫蕃1巷を改弧
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第
〓
早

シ
ナ
ノ
と
コ
シ
の
古
代
氏
族
の
特
色

1

シ
ナ
ノ
の
氏
族
･
部
民

シ
ナ
ノ
で
の
氏
族
･
郡
民
の
存
在
は
､
1
九
人
九
年
の
『
長
野
県
史
』
通
史
編
1
原
始
･
古
代
編
(
以
下
｢
県
史
｣
)
刊
行
の
以
後
､
1
九
九
四
年
度
の
上

信
越
自
動
車
道
の
工
事
に
伴
う
調
査
に
よ
-
発
見
さ
れ
た
更
埴
市
屋
代
遺
跡
群
の
出
土
木
簡
に
よ
-
新
た
に
十
三
氏
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
互
0

そ
の
十
三
氏
の
表
l
や
｢
県
史
｣
に
よ
る
表
2
-
4
な
ど
に
よ
る
と
､
す
で
に
種
々
の
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
が
､
こ
こ
で
は
ま
ず
第
一
に
､
欽
明
大
王
の

敷
城
嶋
金
利
宮
や
敏
遠
大
王
の
訳
語
玉
章
宮
な
ど
に
近
侍
し
た
で
あ
ろ
う
金
利
舎
人
や
他
田
舎
人
､
ま
た
そ
の
部
民
の
シ
ナ
ノ
で
の
存
在
が
改
め
て
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
｡
第
二
に
は
多
-
の
郡
民
と
と
も
に
コ
シ
ノ
シ
リ
ヘ
､
つ
ま
り
後
の
越
後
方
面
の
氏
族
分
布
に
も
見
え
る
山
部
や
海
部
の
分
布
の

特
色
に
注
意
し
た
い
｡

ま
ず
そ
の
第
l
の
金
刺
舎
人
や
他
田
舎
人
と
そ
の
部
民
に
つ
い
て
､
『
長
野
県
史
』
で
は
こ
れ
ら
を
信
浪
騎
兵
集
団
に
結
び
つ
け
て
い
る
が
､
こ
れ
に
と
ど

ま
ら
ず
､
六
世
紀
半
ば
以
降
の
古
来
山
道
の
問
題
や
関
連
す
る
上
田
市
初
期
国
府
説
な
ど
と
関
連
づ
け
て
見
た
と
き
に
､
そ
の
時
期
の
シ
ナ
ノ
以
北
の
東
国
や

東
北
の
地
域
支
配
､
あ
る
い
は
北
陸
地
域
支
配
と
そ
の
交
通
路
の
安
定
確
保
と
い
う
課
題
も
浮
か
び
上
が
っ
て
-
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

秦-

屋
代
木
簡
に
見
え
る
二
1
の
ウ
ジ
名
と
部

3

日本古代のシナノとコシ

若他金三 釈 神尾物生他金小刑 既
常田利枝 出 人張部壬田刺長部 知

部部部部 善書ロ舎舎谷 の

ウ
ジ

名

人九部 ノヽ
ウ

ジ

名

⊥

′ヽ一~一~一■ 木 五-一九四-七- 木

九-○七 簡 九-五○六○五○ 簡
ヽヽ

五
香
亡コ 八七､)( 香

早
九

ヽ

lEiJ 日■衰lヨ
八 -○-
七

ヽ

八

八

九六



佐渡･越後文化交流史研究

表2

科野

御
名
代
の
伴
と
部
(
『
『
長
野
県
史
』
通
史
編
第
1
巻

原
始
･
古
代
編
よ
-
1
部
改
変
)

警笛葉栗震
天
良
三E

名

他金小三刑

御
名

代
の

部

宗巽暮誌部
那

同同尖纂宗芽寓慧琵憲豊実?杏那

名

他他他他他金金金金小小屋刑刑刑

田田田田田刺刺刺刺谷長代郡部部

舎舎舎舎舎舎舎舎舎郷谷木郷子智

虫垂垂垂毒筆真筆套?琴簡宣告

伴
と
那
に

関
係
す

権国(大(外信山 る
少造大領従従漁家 人
領.領.五五国郷 負

地
･防.借位位牧戸
借人外外下下主口

外)正従))当) 名
従七五
五位位大
位上下領

下､J､ノ
)外

従
五

位

下
､ヽノ
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表3

シ
ナ
ノ
の
ク
ニ
の
氏
族

(
『
『
長
野
県
史
』
通
史
編
第
1
巻

原
始
･
古
代
編
よ
り
1
部
改
変
)

日本古代のシナノとコシ

佐小埴高水更安筑諏伊
那

名
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坂米正主井縄主王

姦姦姦豪粂慧霊宝藻首告垂芳綱勝兵舎
羊好義長人)宝

人

磨(盟

(郡足
郡主
主政
帳外

名
外正
正初
初位
位上
上)
lヒヨ

寧寧蚕曇豪蚕蚕霊
出

典

慧甲
区四
共二

同
煤
管
大
般
若

経

5



佐渡･越後文化交流史研究

信
濃
浜
足

(
金
光
明
寺
写
経
所
書
生
)

信
濃
虫
麿

信
濃
連
勝
麿
(
陸
奥
国
江
刺
郡
信
濃
郷
)

信濃科
野
友
麻
呂

科
野
石
弓

正
倉
院
文
書
天
平
一
五
･
一
〇
二
五

正
倉
院
文
番

『
大
同
類
衆
方
』

『
兵
範
記
』

詔
耶
日
本
紀
』

天
平
宝
字
五
∴
ニ
･
I
五

『
続
日
本
紀
』
天
平
神
譲
二
ユ
ニ
二
七

高 水 更 餐 筑 諏 伊

那

名

井 内 級 暴
Eヨ 磨 諺 那

犬神物 犬 建麻 犬 物辛山錦 建若
口

E)I)

那

善人部 養 部潰 養 部大部部 部麻
郡部 那 部 那 甘

部
鏡
那

神物 物辛 大

悼

追

入部 部犬
連甘

悼

冒..'弓塵芹街着

芙
@

･…′;-
芙

@ 室蓑萱墓室褒寒雲
伴若
野麻

蘇
束 人

士常 圭子女 人

Ea

名

′●~ヽ

地

登

柿 物
人 那

莱

人

麻p
凍

響

Jt萱■璽
長

野
市

⊂=『

舵
日

本

?

豪華害意蔓
I;;訂ML【訂

大伊
同呂
類波

也

輿

木代 舵 自代跡代 釆字
簡実 lヨ

柿
布実｣実 方類

｣録 墨録出録 』抄
宝』 護 敬』土』 E5

亀貞 景 銘仁墨貞 帯
明

磨
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九
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五
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四

元 五
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日本古代のシナノとコシ

七
世
紀
半
ば
の
城
柵
の
時
代
に
先
だ
つ
六
世
紀
代
の
陸
奥
方
面
に
は
､
関
束
系
土
器
を
使
用
す
る
集
団
の
集
落
遺
跡
が
検
証
さ
れ
､
東
国
か
ら
の
進
出
を
示

す
も
の
と
し
て
注
目
す
る
研
究
が
現
れ
て
い
る
互
｡
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
私
見
で
は
､
す
で
に
ケ
ヌ
に
お
け
る
安
閑
紀
の
緑
野
屯
倉
設
置
が
示
す
よ
う
に
､

東
山
道
方
面
の
陸
奥
へ
の
交
通
路
強
化
を
見
出
し
た
｡
ま
た
こ
れ
と
と
も
に
日
本
海
側
に
対
し
て
も
シ
ナ
ノ
-
上
越
方
面
か
ら
の
佐
渡
や
コ
シ
ノ
シ
リ
ヘ
の
磐

船
方
面
に
向
か
う
物
部
を
中
心
と
し
た
勢
力
が
進
出
し
た
痕
跡
を
た
ど
-
､
次
の
動
き
と
関
連
す
る
こ
と
を
論
じ
た
互
.

す
な
わ
ち
冒
本
書
紀
』
に
よ
る
と
新
羅
と
結
ん
で
起
こ
っ
た
筑
紫
国
造
磐
井
の
反
乱
(
継
体
三
年
紀
､
五
二
七
)
が
鎮
圧
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
､
日

本
海
側
の
佐
渡
嶋
に
は
北
方
粛
憤
が
留
達
し
(
欽
明
五
年
紀
､
五
二
六
)
､
ま
た
高
句
麗
使
が
(
欽
明
三
三
年
紀
､
五
七
〇
お
よ
び
敏
連
二
年
紀
､
五
七
三
､

同
三
年
紀
､
五
七
四
)
次
々
に
来
航
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
｡

な
か
で
も
欽
明
紀
三
十
1
年
四
月
条
に
見
え
る
道
君
氏
に
よ
る
高
句
麗
使
隠
匿
事
件
で
は
､
漂
着
し
た
高
句
麗
便
に
コ
シ
ノ
ク
チ
の
加
宜
国
造
道
臣
民
が
大

王
と
僧
称
し
て
使
人
を
偏
し
て
国
書
と
献
上
品
と
を
隠
匿
し
た
ら
し
-
､
越
入
江
沼
臣
裸
代
が
ヤ
マ
ト
ア
ス
カ
の
宮
に
訴
え
た
こ
と
に
よ
り
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

と
な
り
､
謄
臣
傾
子
が
派
遣
さ
れ
て
郡
司
(
国
造
の
)
道
臣
を
糾
弾
し
て
そ
の
使
い
と
調
と
を
お
さ
め
た
挿
話
を
記
し
て
い
る
｡
こ
の
記
事
を
当
時
の
国
造
の

独
立
性
の
強
い
要
素
か
ら
､
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
大
和
王
権
の
支
配
を
正
当
化
し
た
記
事
で
あ
る
と
い
う
史
料
批
判
の
立
場
を
強
調
し
た
『
福
井
県
史
』
で

は
隠
匿
な
ど
で
な
か
っ
た
と
す
る
見
方
を
し
て
い
る
が
､
少
な
-
と
も
そ
う
し
た
対
外
関
係
に
お
け
る
使
節
接
遇
の
地
方
国
造
委
任
状
況
が
存
在
し
て
い
た
事

実
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
｡

日
本
海
沿
岸
地
域
に
は
か
か
る
対
岸
地
域
の
政
治
的
･
外
交
的
な
動
向
に
､
な
お
独
立
的
に
相
応
し
て
利
益
を
む
さ
ぼ
ろ
う
と
す
る
国
造
の
動
向
が
存
在
し

て
お
り
､
こ
れ
を
監
視
し
統
率
す
る
課
題
が
存
在
し
て
い
た
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

し
た
が
っ
て
シ
ナ
ノ
か
ら
上
越
方
面
の
ル
-
ト
は
､
む
ろ
ん
1
元
的
な
も
の
で
は
な
-
北
陸
西
部
方
面
か
ら
の
動
き
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

ぇ
ら
れ
る
｡
そ
れ
故
に
こ
そ
､
新
潟
県
村
上
市
の
浦
田
山
遺
跡
の
古
墳
石
室
は
､
竪
穴
系
横
口
石
室
と
い
う
北
九
州
や
若
狭
の
系
譜
を
引
く
こ
と
も
重
要
で
あ

り
､
浦
田
山
丘
陵
南
端
に
あ
る
石
船
神
社
(
祭
神
が
物
部
氏
祖
先
神
の
鏡
連
日
尊
)
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
亨
)
0

7
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第
二
の
シ
ナ
ノ
と
コ
シ
ノ
シ
リ
ヘ
､
つ
ま
り
後
の
越
後
方
面
の
山
部
や
海
部
の
分
布
の
特
色
に
進
む
｡

『
日
本
書
紀
』
大
化
三
年
是
歳
条
に
は
浮
足
柵
に
柵
戸
を
お
い
た
と
あ
る
が
､
ど
こ
か
ら
の
社
民
で
あ
る
か
明
言
が
な
い
｡
翌
大
化
四
年
是
歳
条
に
お
け
る

磐
舟
柵
の
柵
戸
に
は
コ
シ
と
シ
ナ
ノ
か
ら
の
民
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ま
で
に
も
次
の
よ
う
な
『
倭
名
類
衆
抄
』
郡
郷
名
の
類
似
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
き
た
互
｡

『
倭
名
類
衆
抄
』

沼
垂
郡

足
羽
郷
-
･
越
前
国
足
羽
郡

沼
垂
郷
-
･
不
明

賀
地
郷
-
･
越
前
国
丹
生
郡
可
知
郷

磐
船
郡

佐
伯
郷

山
家
郷
-
･
信
濃
国
小
県
郡
山
家
郷
､
乃
至
は
､
筑
摩
郡
山
家
郷

利
波
郷
-
･
越
中
国
砺
波
郡

坂
井
郷
-
･
越
前
国
坂
井
郡

こ
の
よ
う
に
コ
シ
ノ
シ
リ
へ
の
七
世
紀
半
ば
の
社
民
柵
戸
の
故
郷
が
辿
れ
る
と
す
る
と
､
な
お
『
倭
名
類
衆
抄
』
重
心
郡
条
の
夜
麻
郷
の
存
在
が
興
味
深

い
.
古
志
郡
郡
家
が
想
定
さ
れ
る
八
幡
林
官
衛
遺
跡
出
土
の
八
世
紀
中
頃
と
さ
れ
る
木
簡
有
益
ら
山
部
直
厳
島
万
呂
や
､
墨
書
土
器
の
｢
山
直
｣
(
九
世
紀

中
-
未
)
が
知
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
郷
名
の
氏
族
と
の
関
連
お
よ
び
八
世
紀
半
ば
の
存
在
を
認
め
て
よ
い
｡
ま
た
妄
､
沼
垂
郡
地
域
の
曽
根
遺
跡
か
ら
墨

書
土
器
の
｢
山
｣
(
年
代
不
詳
)
が
盲
…
､
発
久
遺
跡
か
ら
七
点
(
い
ず
れ
も
八
世
紀
後
半
-
九
世
紀
)
､
腰
廻
遺
跡
か
ら
盲
州
､
ま
た
胎
内
市
中
粂
地
区
蔵
ノ

坪
遺
跡
か
ら
は
三
点
(
い
ず
れ
も
九
世
紀
中
-
後
)
が
出
土
し
て
い
る
｡
な
お
こ
こ
で
1
つ
付
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
､
屋
代
木
簡
中
(
木
簡
番
号
九
〇

早
)
に
養
老
七
年
十
月
の
年
紀
を
伴
う
｢
船
山
郷
井
於
里
戸
主
生
王
(
蓋
マ
蔀
)
小
筒
戸
口
｣
が
出
土
し
て
い
る
｡
船
山
郷
は
埴
科
郡
と
さ
れ
る
が
､
中

で
も
｢
井
於
里
｣
の
初
見
が
注
目
さ
れ
る
｡
そ
れ
と
い
う
の
も
沼
垂
都
城
の
福
島
渦
潮
岸
の
曽
根
遺
跡
か
ら
｢
井
於
連
｣
な
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
｡
沼
垂
郡
の
名
称
に
ル
-
ツ
が
あ
る
と
す
る
と
そ
れ
は
ど
こ
か
｡
沼
垂
郡
は
､
地
元
新
潟
市
沼
垂
地
区
の
古
老
に
よ
る
と
､
｢
沼
垂
｣
は
｢
ヌ
ッ
タ
リ
｣

の
他
に
｢
ノ
ッ
ク
リ
｣
と
も
い
う
と
い
う
｡
第
三
章
で
｢
野
｣
に
注
目
し
た
が
､
科
野
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

磐
船
郡
郷
名
に
つ
い
て
は
､
二
〇
〇
五
年
度
調
査
に
よ
-
1
0
世
紀
前
半
の
西
部
遺
跡
か
ら
漆
耗
文
書
が
出
土
し
､
佐
伯
と
坂
井
の
郷
名
が
確
認
さ
れ
た
.

さ
て
以
上
の
コ
シ
ノ
シ
リ
へ
地
域
お
け
る
山
部
の
分
布
で
は
､
磐
船
郡
の
み
な
ら
ず
､
古
志
郡
や
沼
垂
郡
に
広
が
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
｡
磐
船
郡
の
山
家

郷
は
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
に
よ
り
､
ま
た
古
志
郡
の
夜
麻
郷
は
､
信
濃
川
中
流
域
の
長
岡
市
周
辺
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
も
シ
ナ
ノ
か
ら
と
考
え
ら

れ
る
が
､
沼
垂
郡
で
の
｢
山
｣
の
源
流
が
ど
こ
か
､
古
志
郡
夜
麻
郷
や
磐
船
郡
山
家
郷
か
ら
の
そ
れ
か
､
あ
る
い
は
シ
ナ
ノ
､
ま
た
越
前
､
コ
シ
ノ
ク
チ
か
ら

8
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の
も
の
の
可
能
性
も
も
と
よ
-
否
定
で
き
な
い
｡

信
州
の
海
部
定
着
に
つ
い
て
注
目
し
た
黛
弘
道
は
､
ま
ず
海
部
を
傭
撤
し
て
魚
を
捕
り
藻
塩
を
焼
-
漁
民
の
海
人
族
に
つ
い
て
安
曇
･
宗
形
･
大
和
の
三
系

列
の
l
五
氏
に
加
え
た
海
部
と
そ
の
伴
道
民
を
掲
げ
､
次
の
よ
う
な
大
き
な
分
類
を
行
っ
て
い
る
垂
｡

①
内
国
志
向
型
海
人
(
最
も
優
勢
を
誇
っ
た
の
は
安
曇
連
氏
や
阿
倍
氏
と
同
族
の
勝
臣
民
､
後
に
同
族
の
高
橋
朝
臣
民
に
押
さ
れ
る
地
位
に
な
る
)

②
海
外
志
向
型
海
人
(
宗
形
君
氏
)

つ
い
で
氏
は
､
信
州
の
海
部
の
定
着
の
痕
跡
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
｡
ま
ず
南
安
曇
郡
穂
高
町
大
字
穂
高
に
鎮
座
す
る
式
内
名
神
大
社
穂
高
神
社
に

お
け
る
祭
礼
の
御
船
祭
の
船
壇
尻
(
山
車
)
が
曳
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
､
ま
た
そ
の
神
官
に
犬
養
氏
(
安
曇
犬
養
氏
)
や
和
田
氏
(
本
姓
優
太
氏
)
が
い
た
こ

と
に
前
者
海
洋
民
安
曇
氏
の
定
着
の
跡
を
見
出
し
て
い
る
｡
ま
た
古
代
史
料
に
あ
る
安
曇
郡
､
安
曇
部
か
ら
こ
れ
を
称
す
る
海
洋
民
の
存
在
が
あ
り
､
小
県
郡

の
海
部
郷
や
跡
部
郷
(
物
部
系
船
長
伝
埜
､
埴
科
郡
の
玉
依
比
売
神
社
(
海
神
の
娘
を
耽
る
)
､
更
級
郡
の
式
内
氷
飽
斗
売
神
社
(
安
曇
氏
の
祖
先
神
事
都
志

日
金
折
命
)
な
ど
か
ら
そ
の
痕
跡
を
追
い
､
和
田
や
犬
飼
の
地
名
､
さ
ら
に
は
八
木
､
波
田
､
赤
石
､
弛
(
た
る
み
)
な
ど
の
地
名
に
そ
の
可
能
性
が
あ
り
､

｢
信
州
に
は
到
る
と
こ
ろ
に
海
洋
民
定
着
の
痕
跡
が
検
出
で
き
る
｣
と
云
い
､
｢
海
洋
民
が
海
岸
地
帯
に
多
い
の
は
当
然
だ
が
､
そ
の
一
部
は
河
川
を
遡
上
し

て
内
陸
に
分
け
入
り
､
そ
の
ま
ま
定
着
し
て
し
だ
い
に
農
･
山
村
の
民
と
な
る
こ
と
が
少
な
-
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
そ
し
て
具
体
的
に
は

｢
信
濃
川
を
下
流
か
ら
上
流
ま
で
辿
っ
て
み
る
と
､
河
口
付
近
か
ら
源
流
近
-
ま
で
､
海
洋
民
ゆ
か
-
の
地
名
が
点
々
と
連
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ

る
が
､
｣
と
そ
の
主
な
河
川
の
経
路
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
｡

さ
て
そ
の
六
-
七
世
紀
の
信
濃
川
の
河
口
付
近
に
は
､
次
に
述
べ
る
よ
う
に
最
近
実
在
が
確
か
と
な
っ
た
高
志
深
江
国
造
が
い
た
｡
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の

｢
国
造
本
紀
｣
に
は
､
こ
れ
が
加
宜
国
造
の
道
君
氏
と
同
視
で
あ
る
素
都
乃
奈
美
留
命
を
祖
先
と
し
て
い
た
と
し
て
い
る
｡
加
宜
国
造
の
道
君
氏
に
は
な
る
ほ

ど
素
都
乃
奈
美
留
命
を
祖
と
掲
げ
､
こ
れ
を
能
登
国
造
と
同
視
と
し
て
い
る
が
､
能
登
国
造
に
は
活
目
帝
皇
子
大
人
来
命
孫
彦
狭
嶋
命
が
任
じ
ら
れ
た
と
あ

る
｡
そ
の
信
濃
性
に
は
む
ろ
ん
問
題
が
多
い
｡
こ
れ
ら
の
系
譜
記
事
は
､
こ
れ
ま
で
に
も
彼
の
阿
倍
比
羅
夫
の
北
征
に
関
わ
る
阿
倍
系
へ
の
付
会
の
疑
い
も
説

か
れ
､
ま
た
そ
の
前
史
に
お
け
る
阿
倍
氏
と
の
結
び
つ
き
を
示
す
付
会
と
も
解
さ
れ
て
い
る
(
=
)
0

『
日
本
書
紀
』
孝
元
七
年
条
に
大
彦
命
を
祖
と
す
る
阿
倍
臣
､
謄
臣
､
阿
閉
臣
､
狭
狭
城
山
君
､
筑
紫
国
造
､
越
国
造
､
伊
賀
臣
の
七
族
を
同
族
と
す
る
記

事
が
あ
る
.
1
方
｢
国
造
本
紀
｣
の
筑
紫
国
造
に
は
､
志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
に
大
彦
命
の
五
世
孫
道
命
が
国
造
に
任
ぜ
ら
れ
た
旨
を
記
し
､
ま
た
高
志
国
造
に

は
や
は
り
志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
に
阿
閉
臣
祖
屋
主
男
心
命
三
世
孫
市
人
命
が
任
じ
ら
れ
た
旨
を
記
し
て
､
阿
倍
一
族
へ
の
同
族
関
係
を
掲
げ
て
い
る
｡

以
上
の
｢
国
造
本
紀
｣
の
系
譜
記
事
な
ど
か
ら
､
高
志
深
江
国
造
は
北
陸
の
加
宜
国
造
道
君
氏
と
の
同
視
関
係
が
語
ら
れ
､
ま
た
能
登
国
造
'
高
志
国
造
な

ど
と
親
近
な
関
係
も
表
現
さ
れ
て
お
り
､
北
陸
国
造
と
の
同
族
関
係
を
示
唆
す
る
と
こ
ろ
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
｡
大
和
王
権
は
こ
の
信
濃
川

河
口
を
掬
す
る
高
志
深
江
国
造
に
対
し
七
世
紀
半
ば
に
浮
足
柵
を
設
け
て
い
る
が
､
そ
の
信
濃
川
中
流
域
の
清
原
郡
に
は
､
『
倭
名
類
衆
抄
』
に
よ
る
と
日
置

腰準
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郷
が
あ
る
ほ
か
､
現
在
の
加
茂
市
に
式
内
青
海
神
社
が
あ
り
､
ま
た
青
海
郷
が
あ
っ
て
青
海
首
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
､
ま
た
付
近
に
小
伏
郷
が
あ
り
､
小
布

施
神
社
が
あ
る
な
ど
阿
倍
氏
系
氏
族
の
存
在
も
確
認
で
き
る
｡
信
濃
国
更
級
郡
に
は
日
置
神
社
や
布
制
神
社
が
あ
る
な
ど
黛
弘
道
の
い
う
海
洋
民
ゆ
か
り
の
地

名
に
加
え
た
シ
ナ
ノ
と
コ
シ
の
関
係
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
.
だ
が
問
題
は
､
そ
の
時
期
を
何
時
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
あ
ろ
う
O
こ
こ
で
は
､

シ
ナ
ノ
に
金
利
舎
人
や
他
田
舎
人
を
配
置
し
た
欽
明
･
敏
達
の
時
期
を
想
定
し
て
お
き
た
い
｡

十
五
氏
と
そ
の
他
の
海
人
氏
に
つ
い
て
の
表

右
京
神
別

地祇

宗
形
朝
臣

安
曇
宿
禰

海
犬
養

凡
海
連

青
海
首

八
木
造

倭太

大
和
国
神
別

地祇

大
和
宿
禰

摂
津
国
神
別

地祇

大
和
連

凡
海
道

安
曇
犬
養
遺

物
忌
直

河
内
国
神
別

地祇

宗
形
君

安
曇
連

等
禰
直

宗
形
系

安
曇
系

安
曇
系

安
曇
系

大
和
系

安
曇
系

大
和
系
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大
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系
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大
和
系



十
五
氏
以
外
の
氏

海
部
と
そ
の
伴
造
-
･
海
部
直
､
海
部
首
､
海
部
臣

大
和
氏
同
族
-
･
明
石
国
造
､
久
比
岐
国
造

以
上
の
他
に
は
､
海
人
族
と
は
異
な
る
が
､
古
代
水
軍
を
指
揮
し
た
阿
倍
氏
､
物
部
氏
､
紀
氏
な
ど
の
海
人
族
集
団
を
統
率
し
た
大
和
中
央
豪
族
と
そ
の
一

族
や
部
民
集
団
の
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
｡

日本古代のシナノとコシ

第
二
章

高
志
深
江
国
造
の
実
在
と
浮
足
柵
の
位
置

-

木
簡
出
土
に
よ
る
高
志
深
江
国
造
の
実
在
な
ど
の
意
義

高
志
深
江
国
造
の
記
述
は
､
『
先
代
旧
事
本
紀
』
所
収
の
｢
国
造
本
紀
｣
に
お
い
て
の
み
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
い
ま
次
の
木
簡
出
土
に
よ
る

二
つ
の
発
見
が
､
高
志
深
江
国
造
の
実
在
を
確
か
な
理
解
に
導
き
､
ま
た
シ
ナ
ノ
と
コ
シ
と
の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
も
大
き
な
意
味
を
与
え
て
い
る
｡

ま
ず
第
7
に
､
物
部
系
偽
書
と
さ
れ
る
『
先
代
旧
事
本
紀
』
中
の
｢
国
造
本
紀
｣
に
唯
1
見
ら
れ
る
北
陸
系
末
尾
の
久
比
岐
国
造
や
佐
渡
国
造
に
並
ぶ
高
志

深
江
国
造
の
記
載
は
､
信
濃
国
造
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
他
の
文
献
に
全
-
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
､
完
九
〇
竺
一
月
に
新

潟
県
三
島
郡
和
島
村
の
八
幡
林
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
養
老
年
号
を
伴
う
｢
沼
垂
城
｣
墨
書
木
簡
と
こ
れ
に
伴
出
し
た
蒲
原
郡
司
符
木
簡
に
お
い
て
､
蒲
原
郡
行

政
に
従
う
｢
高
志
君
大
虫
｣
や
｢
高
志
君
五
百
嶋
｣
が
見
ら
れ
､
蒲
原
郡
に
高
志
君
氏
の
い
た
こ
と
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
(
S
)
O

第
二
に
､
そ
の
後
間
も
な
い
完
九
四
年
に
､
平
城
京
二
条
大
路
出
土
の
天
平
八
年
の
年
紀
を
記
す
木
簡
群
の
中
に
｢
越
後
国
沼
足
郡
深
江
×
｣
と
『
倭
名

類
衆
抄
』
な
ど
に
よ
っ
て
も
未
見
の
｢
深
江
(
郷
)
｣
の
部
名
と
見
ら
れ
る
｢
深
江
｣
を
表
記
し
た
木
簡
が
､
概
報
に
掲
載
･
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
(
=
)
.

こ
こ
に
｢
信
濃
･
阿
賀
野
両
大
河
の
河
口
付
近
｣
が
｢
深
江
｣
と
も
称
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
こ
と
と
な
り
､
孤
立
し
た
｢
国
造
本
紀
｣
記
載
の

高
志
深
江
国
造
は
､
蒲
原
郡
高
志
君
氏
を
遡
り
､
ま
た
沼
足
郡
の
｢
深
江
(
那
)
｣
は
､
地
形
に
根
ざ
し
た
地
名
で
あ
り
､
ま
た
高
志
国
の
｢
沼
足
郡
｣
の

｢
深
江
｣
郷
の
名
称
に
な
っ
た
こ
と
に
間
違
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
､
高
志
深
江
国
造
こ
そ
こ
の
付
近
を
本
拠
と
す
る
国
造
で
あ
る
こ
と
が
確
か
な
も
の
と

な
っ
た
(
E
)
.

こ
れ
に
よ
っ
て
第
1
に
､
｢
国
造
本
紀
｣
記
載
の
国
造
に
つ
い
て
､
特
に
前
後
の
久
比
岐
国
造
や
佐
渡
国
造
の
実
在
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
あ
り
､
ひ
い
て

は
信
濃
国
造
を
含
む
｢
国
造
本
紀
｣
の
国
造
記
載
に
つ
い
て
な
お
個
々
の
検
証
の
必
要
は
あ
る
と
は
言
え
信
漕
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
.
第
二

に
は
七
世
紀
半
ば
に
始
ま
る
浮
足
柵
の
存
続
が
養
老
年
間
に
は
沼
垂
城
と
名
称
を
変
え
て
展
開
し
た
過
程
が
タ
ロ
-
ズ
ア
ッ
プ
し
､
威
奈
大
村
墓
誌
銘
に
見
え

る
慶
雲
二
年
(
七
〇
五
)
の
｢
越
後
城
｣
の
記
述
が
こ
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
､
こ
れ
ら
名
称
の
示
す
組
織
の
関
係
や
変
遷
､
越
後
国
府
の
移

ll
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転
の
時
期
の
関
係
が
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
o
警
1
i
i
は
浮
足
柵
の
設
置
が
､
高
志
深
江
国
造
の
拠
点
付
近
で
あ
り
､
磐
舟
柵
も
そ
の
勢

力
範
囲
内
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
､
な
ぜ
こ
の
地
に
､
ほ
ぼ
同
時
期
に
設
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
か
な
ど
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
(
ほ
}
.

2

浮
足
珊
設
置
の
位
置
問
題
と
シ
ナ
ノ

こ
こ
で
は
第
三
の
大
化
三
年
(
六
四
七
)
の
浮
足
柵
設
置
や
､
大
化
四
年
二
ハ
四
八
)
の
磐
舟
柵
の
設
置
が
､
蝦
夷
支
配
領
域
の
地
と
い
う
よ
り
も
､
高
志

深
江
国
造
の
支
配
地
域
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
つ
ま
り
六
世
紀
代
に
北
陸
コ
シ
の
北
辺
は
す
で
に
高
志
深
江
国
造
の
地
域
内
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
､
な
ぜ
ま
ず
こ
の
地
に
設
け
ら
れ
た
の
か
､
と
い
う
問
題
に
あ
る
o

問
題
の
起
点
が
冒
本
書
紀
』
皇
極
元
年
(
六
四
二
)
の
｢
越
辺
の
蝦
夷
数
千
内
附
す
｣
に
あ
っ
た
こ
と
も
別
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
'
s
'
'
そ
も
そ
も

｢
越
辺
｣
と
あ
る
コ
シ
の
辺
境
の
蝦
夷
と
は
ど
の
あ
た
り
の
蝦
夷
を
指
し
て
言
う
の
か
が
問
題
で
あ
っ
た
｡
こ
こ
で
は
細
か
な
考
証
を
省
-
が
､
山
形
県
酒
田

市
､
庄
内
方
面
の
蝦
夷
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
｡
こ
の
根
拠
と
し
て
は
､
後
の
斉
明
五
年
(
六
五
八
)
の
阿
倍
比
羅
夫
の
遠
征
が
､
ま
ず
飽
田
蝦
夷
恩

荷
へ
の
攻
勢
･
服
属
か
ら
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
｡
こ
の
時
の
遠
征
の
功
労
者
と
し
て
浮
足
柵
造
大
伴
君
稲
穂
と
と
も
に
名
前
を
漏
ら
し
た
と
い
う
都

岐
沙
羅
柵
造
が
叙
勲
さ
れ
た
｡
こ
の
都
岐
沙
羅
柵
に
は
そ
の
設
置
･
造
営
の
記
録
は
な
-
､
こ
こ
に
壷
見
え
る
だ
け
で
あ
る
｡
こ
れ
を
磐
舟
柵
以
外
に
は
考

え
ら
れ
な
い
と
し
て
こ
れ
を
当
て
る
こ
と
も
あ
る
が
､
磐
舟
柵
名
称
の
変
更
は
浮
足
柵
に
変
更
が
こ
こ
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
お
よ
そ
考
え
が
た
い
｡
そ
も

そ
も
浮
足
･
磐
舟
柵
の
両
柵
が
内
水
面
を
も
利
用
し
た
同
時
設
計
の
兄
弟
の
柵
と
も
言
う
べ
き
こ
と
を
同
様
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
こ
の
都
岐
沙
羅
柵

も
あ
る
い
は
同
時
的
に
設
計
さ
れ
磐
舟
柵
の
北
方
に
引
き
続
き
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
｡
敢
え
て
言
え
ば
､
『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
年

(
七
〇
九
)
条
に
設
置
記
事
を
欠
い
て
突
然
に
見
え
る
出
羽
柵
の
前
身
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
｡
従
っ
て
そ
の
庄
内
近
辺
の
都
岐
沙
羅
柵
造
が
阿
倍
比
羅
夫

軍
に
加
わ
っ
て
い
て
こ
そ
､
こ
の
軍
が
ま
ず
は
飽
田
蝦
夷
に
向
か
っ
た
こ
と
が
解
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
｡

か
く
し
て
皇
極
元
年
の
越
辺
の
蝦
夷
数
千
の
内
附
記
事
は
､
酒
田
市
､
庄
内
方
面
の
蝦
夷
の
内
附
と
見
ら
れ
､
こ
れ
を
歓
迎
し
た
皇
極
女
帝
や
蘇
我
大
臣
蝦

夷
が
そ
の
保
護
を
約
し
､
こ
れ
ま
で
こ
の
地
の
蝦
夷
関
係
を
高
志
深
江
国
造
の
仲
介
な
ど
に
委
ね
て
き
た
不
安
定
な
支
配
関
係
を
こ
の
機
に
清
算
し
､
浮
足
･

磐
舟
柵
､
さ
ら
に
は
都
岐
沙
羅
柵
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
轄
支
配
に
移
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
高
志
深
江
国
造
へ
の
具
体
的
な
圧
迫
と
し
て
シ

ナ
ノ
を
含
む
コ
シ
か
ら
の
社
民
柵
戸
が
行
わ
れ
た
と
見
た
い
｡
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第
三
章

シ
ナ
ノ
と
コ
シ
の
国
名
表
記

-

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
に
見
え
る
シ
ナ
ノ
の
国
名

『
古
事
記
』
で
は
､
す
べ
て
｢
科
野
｣
と
あ
る
こ
と
に
射
し
､
冒
本
番
紀
』
は
､
斉
明
六
年
是
歳
条
の
｢
科
野
｣
の
一
例
を
除
き
､
す
べ
て
｢
信
濃
｣
に
審
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き
換
え
て
い
る
｡
こ
れ
を
分
析
し
た
『
長
野
県
史
』
通
史
編
-
は
､
『
古
事
記
』

の
記
述
が
正
し
い
と
し
､
古
-
は
｢
科
野
｣
の
表
記
で
あ
っ
た
と
し
た
こ
と

は
正
し
い
｡
だ
が
｢
信
浪
｣
の
表
記
に
な
っ
た
の
は
､
和
銅
六
年
(
七
三
一
)
の
風
土
記
撰
進
詔
に
よ
る
と
推
定
し
て
い
る
が
そ
れ
は
果
た
し
て
妥
当
な
こ
と

で
あ
ろ
う
か
｡
参
考
に
さ
る
べ
き
は
､
『
日
本
書
紀
』

の
北
陸
道
｢
越
｣
の
書
き
換
え
の
時
期
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
｡
以
下
節
を
か
え
て
述
べ
て
い
-
0

2

｢
高
志
国
｣
と
｢
越
国
｣

藤
原
京
朝
堂
院
回
廊
東
南
部
か
ら
出
土
し
た
｢
高
志
前
｣
の
墨
書
は
､
北
陸
道
の
｢
高
志
｣
が
前
､
中
､
後
､
若
狭
､
佐
渡
に
分
割
さ
れ
て
以
後
に
記
述
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
こ
で
共
伴
し
た
木
簡
の
年
紀
に
は
､
戊
寅
年
(
六
七
八
)
や
大
宝
元
年
(
七
〇
こ
な
ど
が
あ
-
､
ま
た
｢
上
毛
野
国
｣
や

｢
旦
波
国
｣
の
国
名
を
表
記
を
し
た
も
の
が
あ
っ
た
が
､
一
方
分
割
前
と
見
ら
れ
る
飛
鳥
京
苑
地
遺
跡
出
土
の
｢
高
志
国
利
波
評
｣
を
記
し
た
木
簡
に
は
､
戊

寅
(
六
七
八
)

の
年
紀
を
記
載
す
る
木
簡
が
共
伴
出
土
し
て
い
る
｡
し
た
が
っ
て
｢
高
志
国
｣
の
分
割
は
､
六
七
人
年
以
後
で
あ
-
､
そ
の
表
記
は
｢
越
国
｣

で
な
く
｢
高
志
国
｣
で
あ
り
､
分
割
後
も
｢
高
志
前
｣
な
ど
の
よ
う
に
｢
高
志
｣
で
表
記
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
｡

こ
う
し
て
｢
高
志
国
｣
の
分
割
は
､
｢
高
志
｣
を
｢
越
｣
に
す
べ
て
書
き
換
え
て
い
る
『
日
本
書
紀
』
に
は
､
持
統
六
年
(
六
九
二
)
九
月
発
丑
(
l
四

日
)
条
に
｢
些
削
国
司
｣
が
白
鳥
を
献
上
し
た
記
事
に
初
見
す
る
｡
な
お
『
日
本
書
紀
』
の
｢
越
国
｣
の
表
記
の
最
後
は
､
天
智
七
年
(
六
六
八
)
八
月
に

｢
越
国
献
燃
土
与
燃
水
｣

で
あ
る
｡

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
高
志
の
分
割
は
､
持
続
六
年
以
前
と
な
る
が
､
私
見
で
は
持
統
四
年
(
六
九
〇
)

の
庚
寅
年
籍
の
作
成
が
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
｡
そ
の
分
割
は
行
わ
れ
た
が
表
記
は
依
然
と
し
て
｢
高
志
前
｣
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
前
掲
木
簡
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡

で
は
い
つ
か
ら
｢
高
志
前
国
｣
な
ど
｢
高
志
｣
の
表
記
が
､
｢
越
｣
に
変
わ
っ
た
の
か
｡
そ
の
ヒ
ン
ト
は
慶
雲
四
年
(
七
〇
七
)
に
｢
越
後
城
｣
で
卒
し
た

こ
と
を
記
し
た
越
後
固
守
威
奈
大
村
墓
誌
銘
で
あ
る
｡
こ
こ
に
見
え
る
｢
越
後
城
｣
､
｢
越
城
｣
の
記
載
か
ら
､
こ
の
と
き
ま
で
に
｢
越
後
国
｣
と
い
う
変
更
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
｡
慶
雲
四
年
(
七
〇
七
)

の
段
階
ま
で
に
表
記
変
更
が
あ
っ
た
と
す
る
と
､
時
期
的
に
は
､
大
宝
律
令
の
施
行
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
｡
こ

の
コ
シ
の
表
記
の
変
遷
は
､
シ
ナ
ノ
の
表
記
の
変
遷
に
も
及
ん
で
い
る
と
言
え
な
い
か
､
こ
れ
が
第
三
の
問
題
で
あ
る
｡
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3

シ
ナ
ノ
と
コ
シ
の
国
名
の
由
来

さ
て
｢
シ
ナ
ノ
｣
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
も
い
さ
さ
か
触
れ
て
お
き
た
い
｡

こ
れ
に
つ
い
て
は
､
四
つ
の
説
が
あ
る
こ
と
を
『
長
野
県
史
』
通
史
編
1
(
二
九
九
頁
)
は
述
べ
て
い
る
｡

第
一
に
は
､
シ
ナ
を
階
段
と
見
て
､
坂
の
多
い
と
こ
ろ
と
い
う
賀
茂
真
淵
か
ら
の
説
が
有
力
と
い
う
｡

第
二
は
シ
ナ
の
木
(
花
､
果
実
が
薬
用
に
､
皮
は
布
､
縄
､
耗
の
材
料
ー
諏
訪
大
社
の
古
式
装
束
)
に
あ
り
と
す
る
谷
川
士
清
､
本
居
宣
長
ら
の
説
-
と
こ
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ろ
と
い
う
｡

し
な
と
べ
の
み
こ
と

第
三
は
､
風
の
強
い
と
こ
ろ
と
い
う
｡
冒
本
書
紀
』
に
｢
級
長
戸
辺
命
｣
､
『
整
骨
式
』
に
風
の
吹
き
起
こ
る
と
こ
ろ
を
｢
科
戸
｣
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
は

諏
訪
神
､
水
内
神
が
風
の
神
で
も
あ
る
こ
と
に
も
と
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
｡

第
四
は
､
篠
の
生
い
茂
っ
た
ク
ニ
で
あ
る
と
い
う
｡

右
の
第
一
-
四
の
説
が
､
何
れ
も
シ
ナ
の
理
解
に
つ
い
て
の
観
で
あ
る
が
､
藁
野
県
史
』
は
､
東
山
道
沿
い
の
三
国
の
名
称
に
共
通
す
る
｢
野
｣
に
注
目

し
､
美
濃
の
古
表
記
の
三
野
-
科
野
1
毛
野
と
注
目
し
た
点
は
十
分
に
旗
け
る
も
の
で
あ
る
｡
な
る
ほ
ど
三
野
は
､
広
い
三
つ
の
野
や
真
野
の
義
が
あ
り
､
毛

野
の
毛
に
は
､
他
に
も
(
食
)

(
気
)

の
義
な
ど
が
あ
る
｡

し
か
し
『
長
野
県
史
』
で
は
律
令
制
の
前
後
の
時
代
に
お
け
る
｢
野
｣
と
は
な
に
か
､
と
い
う
検
討
の
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
｡
美
汲
国
は
､
三
野
国
と

上
野
国
､
下
野
国
は
毛
野
国
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
､
そ
の
国
名
表
記
に
お
い
て
｢
野
｣
を
変
更
し
た
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
｡
こ
の
｢
野
｣
に
つ
い
て
検
討
の

必
要
が
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
｡
小
稿
も
そ
の
点
で
は
こ
こ
に
十
分
な
準
備
は
な
い
が
､
古
代
の
｢
野
｣
に
は
大
王
､
天
皇
の
柴
野
(
シ
メ
ノ
)
な
ど
が
あ

り
､
そ
｣
に
は
野
守
が
い
る
な
ど
､
古
代
の
開
発
と
関
連
す
る
王
橡
の
支
配
権
の
及
び
や
す
い
地
目
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
.

つ
ま
り
律
令
制
の
雑
令
国
内
条
(
E
=
,
に
お
け
る
山
川
薮
沢
は
､
官
の
利
用
の
な
い
場
合
に
公
私
共
利
で
は
あ
る
が
､
官
の
優
先
利
用
を
明
示
し
て
い
る
｡

｢
野
｣
と
は
山
川
薮
沢
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
が
､
王
権
の
及
び
や
す
い
地
と
し
て
､
王
権
を
行
使
す
る
開
発
の
貯
象
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
｡
そ
の
野

の
扱
い
に
つ
い
て
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
地
名
説
話
に
多
-
み
ら
れ
る
が
､
こ
こ
で
は
そ
の
典
型
的
な
一
例
を
掲
げ
て
み
る
｡

賀
毛
郡
山
田
里
に
続
-
｢
猪
飼
野
｣
の
粂
に
は
､

猪
飼
野

右

号
猪
飼
者

難
波
高
津
宮
御
字
天
皇
之
世

日
向
肥
入
朝
戸
君

天
照
大
神
坐
舟
於

猪
持
参
来
進
之

可
飼
所

求
申
仰

仰
所
賜
此
処

而
放
飼
猪

紋
日
猪
飼
野

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
､
野
が
猪
飼
と
名
付
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
､
仁
徳
天
皇
の
御
代
に
日
向
の
肥
人
の
朝
戸
君
が
天
照
大
神
の
坐
す
舟
の
上
に
､
猪
を
持

参
し
て
や
っ
て
き
て
こ
れ
を
奉
っ
た
と
き
に
､
猪
を
飼
う
べ
き
処
を
お
願
い
し
た
こ
と
に
よ
り
､
こ
の
地
が
賜
ら
れ
て
､
こ
こ
で
猪
を
放
っ
て
飼
う
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
､
旨
に
あ
る
｡
こ
こ
で
こ
の
地
を
賜
っ
た
主
は
､
天
照
大
神
に
な
る
が
､
王
権
を
意
味
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

そ
う
し
た
観
点
か
ら
､
三
野
1
科
野
1
毛
野
の
国
名
表
記
が
採
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
に
は
､
特
に
王
権
の
支
配
地
と
し
て
の
野
へ
の
期
待
が
反
映
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
｡

こ
れ
に
関
連
し
て
｢
コ
シ
｣
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
ふ
れ
る
な
ら
ば
､
そ
れ
は
｢
高
志
｣
か
ら
の
国
名
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
｡
従
来
コ
シ
は
､
越

の
文
字
か
ら
峠
な
ど
を
越
え
る
も
の
と
理
解
し
て
き
た
向
き
が
あ
る
が
､
高
い
志
や
､
古
い
志
の
国
名
が
地
域
名
に
由
来
す
る
と
す
る
と
'
越
か
ら
の
理
解
に

14



は
根
拠
が
な
い
｡
高
い
志
や
古
い
志
な
ど
と
い
う
抽
象
的
な
名
称
は
考
え
が
た
-
､
如
何
な
る
由
縁
か
ら
で
あ
る
か
今
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
今
後

の
課
題
と
し
た
い
｡
し
か
し
シ
ナ
ノ
の
野
な
ど
の
よ
う
に
王
権
に
由
来
す
る
地
名
名
称
に
同
様
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
に
｢
浮
足
柵
｣
の

｢
浮
｣
や
｢
沼
垂
城
｣
の
｢
沼
｣
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
今
後
分
析
し
て
い
-
こ
と
が
必
要
な
よ
う
で
あ
る
｡

お
わ
り
に

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
o

l

シ
ナ
ノ
も
コ
シ
も
何
れ
も
北
方
の
蝦
夷
に
及
ぶ
辺
境
へ
の
通
過
地
点
に
あ
る
o
し
か
し
シ
ナ
ノ
は
､
1
国
造
･
1
県
主
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
-
､
他
方

コ
シ
は
多
く
の
国
造
が
存
在
し
て
い
た
.
こ
れ
が
後
の
高
志
国
の
分
割
に
及
び
､
ま
た
科
野
国
が
1
つ
の
信
濃
国
と
な
っ
た
歴
史
的
前
提
と
思
わ
れ
る
.

2

シ
ナ
ノ
は
､
海
に
接
し
て
い
な
く
て
も
海
部
が
広
-
分
布
し
､
ま
た
山
部
も
も
と
よ
り
広
-
存
在
し
､
山
部
･
海
部
の
国
で
あ
っ
た
｡
コ
シ
は
海
部
の
卓

越
し
た
国
で
あ
っ
た
が
､
山
部
も
広
-
分
布
し
､
い
わ
ば
海
部
･
山
部
の
国
で
あ
っ
た
と
い
え
る
｡
後
の
越
後
国
古
志
郡
夜
麻
郷
は
､
欽
明
･
敏
速
期
の
シ

ナ
ノ
の
山
部
集
団
の
進
出
と
し
て
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
く
､
そ
れ
が
七
世
紀
半
ば
の
磐
舟
柵
設
置
の
際
の
シ
ナ
ノ
か
ら
の
柵
戸
の
進
出
に
続
い
た
も
の
と

見
ら
れ
る
｡

3

シ
ナ
ノ
国
の
表
記
｢
科
野
｣
は
天
武
･
持
続
朝
の
記
載
法
で
あ
-
､
｢
信
濃
｣
は
大
宝
律
令
制
定
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
天
武
･
持
続
朝
の

｢
科
野
｣
は
､
｢
野
｣
と
い
う
王
権
が
強
-
及
ぶ
支
配
地
日
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
な
い
か
｡
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付記

小
塙
は
､
二
〇
〇
六
年
1

1
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
金
塊
会
主
催
の
｢
日
本
歴
史
講
座

い
ま
明
か
さ
れ
る
古
代
Ⅹ
Ⅵ
の
第
5
回
｢
日
本
古
代
の

シ
ナ
ノ
と
コ
シ
｣
の
講
演
原
稿
を
基
に
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
｡
金
塊
会
館
(
国
登
録
有
形
文
化
財

長
野
高
等
学
校
旧
南
校
舎
)

日本古代のシナノとコシ

注3r=E(
2
)

(
3
)

岩
波
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』

(
下
)

1
六
人
頁
注
三
三

『
長
野
県
史
』
通
史
編
一
原
始
･
古
代
〓
九
人
九
)

中
国
文
明
の
辺
境
に
咲
い
た
日
本
古
代
文
明
の
文
明
化
過
程
に
は
､
さ
ら
に
そ
の
辺
境
と
し
て
の
東
辺
や
北
辺
､
あ
る
い
は
両
辺
の
文
明
化
過
程
が

伴
っ
た
｡
こ
の
文
明
化
過
程
は
､
列
島
の
中
央
史
の
み
な
ら
ず
地
域
史
を
つ
ら
ぬ
-
運
動
･
波
動
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
､
そ
の
折
々

の
文
明
化
の
要
因
や
特
質
の
解
明
､
ひ
い
て
は
各
時
代
の
地
域
関
係
史
の
課
題
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
｡
む
ろ
ん
こ
こ
で
の
運
動
と
は
､
自
然

科
学
の
扱
う
純
粋
な
法
則
的
な
運
動
と
こ
と
な
り
､
波
動
を
受
け
止
め
る
各
地
域
の
人
間
集
団
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
受
容
状
態
や
変
化
が
緩
や
か
に
屈
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折
し
拡
散
し
て
い
く
認
識
に
あ
る
｡
こ
の
示
唆
は
､
原
秀
三
郎
｢
日
本
列
島
の
未
開
と
文
明
｣
(
『
講
座
日
本
歴
史
1
』
東
京
大
学
出
版
会
､
完
八
四

年
､
後
『
地
域
と
王
権
の
古
代
史
学
』
塙
書
房
､
二
〇
〇
二
年
所
収
)
か
ら
う
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

こ
の
列
島
弥
生
の
稲
作
伝
播
の
運
動
は
-
北
九
州
か
ら
畿
内
･
束
海
地
方
に
広
が
-
､
ほ
ど
な
-
東
北
北
辺
の
青
森
･
弘
前
に
及
ん
だ
こ
と
が
明
か
と

な
っ
て
お
り
､
そ
の
後
の
前
期
古
墳
の
築
造
で
は
､
新
潟
-
福
島
を
越
え
､
山
形
･
宮
城
の
各
県
域
に
及
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
0

『
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
』
(
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
-

1九九望

熊
谷
公
男
『
古
代
の
蝦
夷
と
城
柵
』

(
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
四
)

拙
稿
｢
適
地
域
に
お
け
る
郡
民
分
布
の
再
検
討
｣
(
『
越
と
古
代
の
北
陸
』
名
著
出
版
一
九
九
六
)
お
よ
び
拙
稀
『
高
志
の
城
柵
』
(
高
志
書
院

二
〇
〇
五
)

『
村
上
市
史
研
究
』
第
1
号
(
村
上
市
史
編
さ
ん
室
､
1
九
九
1
)

平
川
南
｢
古
代
に
お
け
る
東
北
の
城
柵
に
つ
い
て
｣
(
冒
本
史
研
究
』
二
三
六
号
､
1
九
八
二
)

『
八
幡
林
遺
跡
』
和
島
柑
塩
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
3
集
薪
潟
県
和
島
村
数
育
委
員
会
､
1
九
九
四
)

黛
弘
道
｢
海
人
族
の
氏
を
探
-
東
漸
を
追
う
｣
(
『
海
人
の
伝
統
』
日
本
の
苗
代
八

中
央
公
論
社
1
九
人
七
)

『
新
潟
県
史
』
通
史
編
1
､
原
始
･
古
代
(
1
九
八
六
)

『
八
幡
林
遺
跡
』
和
島
村
塩
蔵
文
化
財
調
査
報
告
審
第
-
集
(
新
潟
県
和
島
村
数
育
委
員
会
､
1
九
九
二
)
､
拙
稿
｢
八
幡
林
遺
跡
等
新
潟
県
内
出
土
の

木
簡
｣
(
『
木
簡
研
究
』
第
1
四
号
､
1
九
九
二
)

拙
稿
｢
『
沼
足
郡
深
江
』
木
簡
の
出
土
｣
)

(
『
市
史
に
い
が
た
』

〓
ハ
､
新
潟
市
l
九
九
五
)

拙
稿
｢
未
発
見
『
浮
足
柵
』

の
調
査
等
を
め
ぐ
つ
て
｣
(
『
新
潟
史
学
』
第
四
八
号
､
二
〇
〇
二
)

拙
稿
｢
『
浅
層
地
質
歴
史
学
』

へ
の
展
望
と
浮
足
柵
研
究
の
成
果
｣
(
『
新
潟
史
学
』
第
五
1
号
二
〇
〇
四
)

拙
稿
｢
浮
足
･
磐
舟
柵
研
究
序
説
｣
(
科
研
報
告
書
『
前
近
代
の
潟
湖
河
川
交
通
と
遺
跡
立
地
の
地
域
史
的
研
究
』
二
〇
〇
四
)

『
令
義
解
』
巻
十
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